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易経 青龍の巻 自分の足で歩いていくってどういうこと？ 123

はにわのヒミツ 210.3
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768

明智恭介の奔走 913.6
少女マクベス 913.6降田天 双葉社

河野正訓ほか 新泉社
学力喪失 岩波新書 今井むつみ 岩波書店
地力をつける 微分と積分 小林俊行 岩波書店
ビジュアル日本の音楽の歴史（全３巻） 徳丸吉彦 ゆまに書房

今村昌弘 東京創元社

新　着　図　書　案　内　　１０月
書　名 著者名　 出版社

村竹亞希子ほか 新泉社

読書週間とは10月27日（文字・活

字文化の日）から11月9日にかけて

学校や公共図書館、新聞社や出版団

体が本にまつわる行事を開催して、

読書の普及活動をするものです。

本校図書館でも、図書委員による推

薦図書の紹介など、関連行事を予定

しています。

『クモの糸の秘密』 大崎茂芳・著（岩波書店）2008年

私がこの本を選んだ理由は、普段の授業では学ぶことので

きない様々な知識を得ることができるからです。この本のあ

らすじは、「クモの糸はほんとうに強いのだろうか？」という疑

問を持った筆者がクモとクモの糸に注目し続け、やがてその

強さを証明するためにクモとじっくり向き合い、「クモの糸に

ぶらさがる」という３０年来の夢を実現する話です。私がこの

本のなかで一番興味を持ったところは、クモと何十年も向き

合っていたことです。自分の夢を必ず実現させるという強い

思いを持ち、行動し続けた筆者に感動しました。

私はこの本を身近な出来事で面白いことを知りたい人に

おすすめします。この本は決してあなたの気持ちを裏切らな

い一冊です。

『アンと青春』 坂木司・著 （光文社） 2016年
『ロボット・イン・ザ・ガーデン』

デボラ・インストール著/松原葉子訳（小学館）2016年

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』

ブレイディみかこ・著（新潮社）2019年

「ちびまる子ちゃん」でお馴染みのさくらももこさんが

書いたエッセイです。このエッセイでは著者がnon-no

の連載のために訪れたスペイン、イタリア、バリ島、アメ

リカ西海岸、パリ、オランダ、ハワイについて独自の視

点でユーモアあふれる表現を用いながら旅先での出来

事を紹介しています。

このエッセイのおすすめするポイントは２つあります。

ひとつは著者らしさがあふれたエッセイであるというこ

とです。例えばスペインのトレドという、かつて日本の少

年使節団が訪れた町を紹介している場面です。著者は

少年使節団のうち「伊藤マンショ」だけ覚えていたそう

です。なぜかというと、「伊藤マンショ」という名前が「ま

んじゅう」に似ているからだそうで、発想が面白いと思

いました。このように著者らしい一面をみることができま

す。二つ目は、いくつかの社会問題についても書かれて

おり、著者の考えに触れることができるということです。

例えば、世界で唯一安楽死が認められているオランダ

を紹介している場面では、著者の考えが述べられてい

ます。ユーモアあふれる話だけでなく、考えさせられる

エッセイです。

部活や勉強で疲れて一息つきたいとき、ぜひ読んで

みてください。

この本は日本人の母が著者であり、実際に起こった出来事を

エッセイとして書いてある本です。著者の息子は名門カトリックの

小学校から「ホワイト・トラッシュ（白い屑）」と差別語で呼ばれ

る白人労働階級が通う中学校に進学します。息子は英国で育っ

ているが、東洋人の顔をしていて体も小さいことから、いじめられ

ないか、変化についていけるかなど両親は心配したが、息子はと

てもたくましく、爽やかにスクールライフを楽しんでいきます。

「ある日、家の庭にロボットが立っている」そんな冒頭

から物語はスタートします。現実では起こり得ないような

状況に、私が初めて読んだ時はこれから始まる物語の

展開にとてもワクワクして読んでいました。

これは家の主人であるベンが、家の庭に突然現れた壊

れかけのロボットのタングを持ち主に返しに行くために

一緒に冒険する物語です。タングがいろいろなトラブル

を起こしてしまい、ベンが世話を焼くところがクスッと笑

えてとても面白いです。また冒険の途中でピンチにあっ

た時にはお互いが助け合って、友情が深まっていくとこ

ろが見どころだと思います。ロボット・イン・ザ・ガーデン

はシリーズになっていて毎回違うロボットが登場してとて

も面白いです。人間と意思を持つロボットが共存すると

いう現実ではまだ未来の話のような物語ですが、同時に

ロボットと共存する未来に憧れられる作品だと思うので

とてもおすすめです。

デパ地下の和菓子店「みつ屋」で働く主人公、梅本杏子の日常を描いた物語で

す。いろいろなお客様が来るなかで、和菓子に隠された意味や背景の謎を解い

ていくのがとても楽しいです。また主人公のアンちゃんが食べることが大好きで、

朝ごはんや和菓子の試食、ジュースなどをとても美味しそうに食べたり飲んだりし

ていて、この本を読んでいると私もお漬物や練り切りなどを食べたくなってきます。

私はこの本を読んで、季節のお菓子や意味などを知って自分もどんどん和菓子

が好きになりました。この本はまだお話が続いていくので、これからも和菓子を

知って、食べてみたいなと思いました。

『ももこの世界あっちこっちめぐり』

さくらももこ・著（集英社）2021年

※国立国会図書館サーチ「書影API」使用

※本館にない図書も相互貸借(他館借り受けサービス)でご用意できる場合があります。

お声かけください。
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